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1．まえかき   

鳥誤叫故における晩翠精娠の利鞘方式な確立するため，48年匿忙おいて，三宅島を対  

象忙線素！硝廠を両，i透し，冷媒の禰槍ならび忙受胎性把ついて試演を行ない賽酬ヒ忙必婁な  

一応の東吊が購ちれたか，4‘4年匿択∴給いで，大島iごよび八丈魔の洩禎稗潤への移行にそ  

たへ，現在での技術の習得もかね，ひき続き大儀ぶよび八丈鴫を対象陀桁三遷ならび忙疫精   

試頑を行なった。  

2．材料および方法  

当拗けい旛の廃城囲㍉ 7■リリー・，ノエマイマ，フェザン，11－ガルより探掬した一拍汲を  

ぼ体璧議ガス吼よる急速狭巧を行なつた。l更増した鱒猷縮まセミナソで，供釈稽砿の性状   

は表1のとおりであろ。  

表1  

採取年月日   採 取 鮭   硝 子 数   希釈倍罫   猟紙前活力   凍結後活力   

44．5．2 7   8．O   c c   g．7憶／cc   8   十＋†＋∵∴   1什一10  

粍枚は保管界程工．D“al（輸送俊現地で保管に混用）忙収零して輸送L，大鳥家畜す黒  

煙術生所および八丈路家畜保魔術生所でそれぞれ俣貸した。  

野外皮相の方娃は，庭先舶解とし，家畜煤塵恥生所から班家までは，携常用保存器  

（nA－IS，1．えg）を梗拝】して輸送し，4℃で融耕裸深部住人を行なった。j受精対象  

牛は繁簡陣筈のない，いわゆるi針映牛とし，受胎の緑詑ほ直投法虻よつた。   

絞体肇ぷ「以下LN2という」の滞崇ほ，鼠喚で捗語料保有者竿（Dノ1－1S）を使用し  

て匪先恕離とすが旨令，常時軋j輿てもN包を貯敢Lておく必婁があり，棺上縦圭という別  

納もあつで，できろだけ再送回働セづ璃くすもということから，OD－75⊥（自助加圧  

式）を血糊しで，貴名忙依託し輸送を行なった。「＿．．一、  

1・N2の消耗忙ついては・0盲）－75∴LKよろ掬給毎畑地利和のLNz豪を計†比   



て柑適中のLN2の消耗畳を調査するととも忙DA－トSおよぴLD一石1への1N8の   

移し替へ俸と移し替へ忙よる消耗侵を調査し，さら忙OD－？5LおよびもD－81の自   

然画耗愈々調査した。なお，試験期師ま，はじめ44年4月から44年○月までの予定で   

あったが，l増係器具の整備がおくれたため，44年8月から4る年9月までの8ケ月であ  

った。  

S，試演成績   

（＝ 野外授精忙よる受胎翠  

ゝ試機拗佃がたまたま両脚区とも分娩蒔如き転筋の姻係から，煎も横付の少ない時期であ  

ったため，少例放しか得られなかったか大島における成枚な示すと炎2のとおりである。  

泰2  

適役絹頭数   受胎頭数  授精延頭数忙対する受胎薬（降）   

大  島   g   5 9．2  

（証）八丈島は，授精演教か2例のため険し、た。  

即ち，娃13頑忙授精を行なったが，うちg説が受胎し，梗概説教に対する受胎轟   

は，69，2％であった。供武将液，試竣時期も異なり，また例数も少ないので，この成   

績をヰ3年庶の三宅島の成講（受胎率ヰ0．0％）と単純に比軟はできないが，三宅昂の   

場合はサブ融解忙よろもので，この受胎豪の弄は，融解法の葡連によるものと考へられ  

る。  

12）冷媒（LN2）の消耗  

7 LNB補給額器OD－ワ5上の消耗  

相聞中にOD－75Lを使用しで・両地区忙対しそれぞれZ回LN£の塙送を行   

なった。八丈島については，発送時のLNzの充頓黛が不明で，鴫杏できなかったが  

大島忙おける成績はそれぞれ表3および表4のとおりである。  

表さ  

鳥別  Nn  輸送所贅時間  票讐1豊望  到着時LN包  コ；ゞ  諸道是L蛋2  消耗塞（解）   

1   邑4 時間   70．5吻   68．0毎   8．5吻   8．59♭  

大 島                已   7 2   6 7－4   6 2．1   5．3   7′8  

平均  4 8   6 9．0   65．1   3．9   5．7  



現地到  移   し   ヰ   ヘ  消   耗   微  
昔時  
L】汀2  L D－・・3 1  D A－1 S  期  間  

移し替へ  

恥  回 数  丑  回 疲  塵   画  最  耗   消 i毛  

胤  
による消  ‡司左ユ回 当り平均  自鳩瀞毛  賢謁    移し啓へ    移し旨へ  し許へ  移し格へ  し＃へ               薮          消 耗   

萱   極   ロ   噂   府   辱   毎   噂   4  

β8．0た夢   ロ    l  16  乞0．β  16．8   1．05  30、朽   B7日三…二……  

乞   ¢B．1   B   6．2  ；10   17．4   四  乞8．6  1乏．0   1．0（l  28．ら   口．98  2柑4三冒：…≡   
平均  85．D   5．g  15．3   14．   已之．1  14IA  1．02  宅8．8   1J用  

即ち，LN2を充明光達して現地到窟までの所婁時榊ま平均‘ゝ8購妄5で・輸送中の  

1NBの平均消耗軌ま3一㊤鳥ク・平均消耗率は5・ワ％であった0   

つぎに，OD－75⊥を現地到着後常温下に置き・い㌔の自然消轄孟と，1つA，  

ISおよびLD－81への稲し替へ童ならびに移し替へ忙よる消柁菟を調寒Lたが，   

OD－75工Jl回当りで，T）A－ISおよびLD－alへの平均移L替へ国数は14・   

回，平均肇L智へ釦ま22．1毎，篠L智へによる平均消耗潮は14．．4毎，ポし替へl  

岨当りの平均消耗嚢ほ1．02廟であった。またOD－ワ らLの1日平均の日代消耗卦  

は1．1針辱，0．98晦と零器忙よって若干差があるが，平均消耗榊まl．∩6極であつ   

た。   

イ Ll）－31の消耗   

凍結椰形：の誉馳保存陀lが札た保管器工」【）‾31のい㍉の棚巨托ついて覇査し   

たがその埼呆は表5のとおりであつた。  

表5  

この試諌Kおいては，とく旺保育器の開口回撤を一軍托することなく，実用化の条  

件下で消耗量を調査したもので，卿用甲の1日当りの叫均消耗瑚ま，大よ手毒口．351乙毎  

一旦5－   



八丈島0．225幅と両者閻忙わずかK差が託められたが，この弟が欝鐸旺よるものが  

また軍器の開口勤匿把よろものかは明らかでない。  

▲ lし†】  

島転叫区の凍稗精解への移行にそなへ，大島および八丈島を苅去ミに成年者引窓を和†適し，  

硯少ー佗保管の⊥，受給性と冷媒の補給把ついて鈍諭を行ない次のような舞菜食襟たや  

川 大島におし、て延13責苛【て姐程女行なつたが，新鯨巨酎財薩対する愛惜峯は6二豆・已学で  

あった。  

は1LN2の兢地への補給はOD－75Lを便芳しで行なったが・輸送中の⊥Nゥの消耗   

は，1適当ウキ沌ポ■g桓（5・7％）で，誠触到着後静養時陀おける1日当りのJJNBの   

平均i銅彰わは1．（l軋りであつた。またOrトー75からDA－ISおよぴⅠ，リー31への   

IjN2の移L一一号箋三へによる1匝1当りクう平均酢軋∴はl▲＝んタであった。  

ミ3l′巨湖の1蛮皿批判したⅠ一口→31のLN2の1日当り平均泊鯨こ…二は0・ら25毎（大島）   

0a52桓（八丈島）であったっ   


